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【手続補正書】
【提出日】平成25年7月31日(2013.7.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　眼内レンズ（２）用の保持装置であって、前記保持装置（１，１′）は、その底部が開
放するよう形成し、また底部を開放した細長い支持部材（６，６′）を設け、前記支持部
材に、前記レンズ（２）を保持する細長い支持レール（７，７′）を配置することを特徴
とする、保持装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の保持装置において、前記支持部材（６，６′）および前記保持レール
（７，７′）を、互いに対向させて配置し、
　前記保持レール（７，７′）は、前記支持部材（６，６′）の長手方向軸線（Ａ）に沿
ってまたは平行に、および／または前記長手方向軸線に対して直交する方向に上下に相対
移動可能とした、ことを特徴とする保持装置。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の保持装置において、前記保持レール（７，７′）に装填状態
にある前記レンズ（２）を、前記保持レール（７，７′）の底部側に配置し、また、前記
底部が開放した前記支持部材（６，６′）を経て自由にアクセス可能な前記保持装置に配
置し、
　前記レンズは、前記保持レール（７，７′）の装填位置で両側の側方および底部から自
由にアクセス可能にした、ことを特徴とする保持装置。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか一項に記載の保持装置において、前記支持部材（６，６′）は
、頂部（１５）にグリップ部材（１６）を有する構成とした、ことを特徴とする保持装置
。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか一項に記載の保持装置において、前記支持部材（６）は、底部
が開放した基体（８）を有し、該基体（８）には、前記長手方向軸線に平行な細長い支持
アーム（９，１０）を、前記支持部材（６）の前記長手方向軸線の両側にそれぞれ配置し
、
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　前記支持アーム（９，１０）の互いに対向する内側面（１１，１３）に、少なくとも１
個の案内部材（１２，１４）をそれぞれ配置し、前記案内部材のそれぞれは、装填空間（
３７）をカバーするインジェクタ装置（３３）のカバーフラップ（３８，３９）に係合す
るよう形成した、ことを特徴とする保持装置。
【請求項６】
　請求項５に記載の保持装置において、前記基体（８）の下側端縁（１９，２０）および
／または前記少なくとも１個の支持アーム（９，１０）の下側端縁（１９，２０）に、位
置決め部材（２１～２６）を配置して、該位置決め部材（２１～２６）によって、前記保
持装置（１）を、運搬容器に固定的に取り付けることができる構成とした、ことを特徴と
する保持装置。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか一項に記載の保持装置において、前記保持装置（１，１′）は
、一体ピースで形成した、ことを特徴とする保持装置。
【請求項８】
　請求項１～６のいずれか一項に記載の保持装置において、前記支持部材（６，６′）お
よび前記保持レール（７，７′）は、個別部分として形成した、ことを特徴とする保持装
置。
【請求項９】
　請求項１～４のいずれか一項に記載の保持装置において、前記支持部材（６′）は、細
長く、クランプ状に形成し、また、前記底部に向かって拡開させた、ことを特徴とする保
持装置。
【請求項１０】
　請求項９に記載の保持装置において、前記支持部材（６′）は、狭が狭い上側部分（６
４）および幅が広い下側部分（６６）を有し、拡開する遷移部（６５）を、前記上側部分
と前記下側部分との間に形成し、
　前記上側部分（６４）および前記遷移部（６５）は、特に、垂直方向に指向するスリッ
ト（６７，６８，９６，９７）を有し、該スリットは、前記保持レール（７′）を収容し
、また案内するよう形成した、ことを特徴とする保持装置。
【請求項１１】
　請求項９または１０に記載の保持装置において、前記案内部材（１２′，１４′）は、
前記上側部分（６４）の互いに対向する側面から下方に、とくに互いに平行に突出し、収
納空間（７１，７３）が、前記案内部材（１２′，１４′）と前記下側部分（６６）の壁
との間に形成される構成とした、ことを特徴とする保持装置。
【請求項１２】
　請求項１０に記載の保持装置において、少なくとも１個の膨隆部（７８，７９）を、前
記上側部分（６４）および／または前記遷移部（６５）の前記案内部材（１２′，１４′
）の互いに対向する内側面（７７）にそれぞれ形成し、
　前記保持レール（７′）は、前記支持部材（６′）に対して垂直方向に移動可能とし、
また前記保持レール（７′）は、前記膨隆部（７８，７９）の下側の開始位置に配置し、
また前記膨隆部（７８，７９）の上方の終了位置に配置し、かつ前記保持レール（７′）
は保持レール上方の前記膨隆部（７８，７９）によって保持する構成とした、ことを特徴
とする保持装置。
【請求項１３】
　請求項９～１２のいずれか一項に記載の保持装置において、前記保持レール（７′）は
、前記底部の前方端部（５６）および後方端部（５７）のそれぞれに受容部を有し、該受
容部で、インジェクタ装置の装填チャンバの領域に形成する係合部材のそれぞれが係合し
て組立状態になる構成とした、ことを特徴とする保持装置。
【請求項１４】
　眼内レンズ（２）用梱包および運搬用手段において、前記手段（２７）は運搬容器を有
し、該運搬容器内に、請求項１～１３のいずれか一項に記載の保持装置（１，１′）を配
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置し、また眼内レンズ（２）を前記保持装置（１，１′）に配置する構成とした、ことを
特徴とする梱包および運搬用手段。
【請求項１５】
　眼内レンズ（２）用のインジェクタ装置であって、該インジェクタ装置は、インジェク
タチューブ（３４，３４′，８３）を有し、前記インジェクタチューブにプランジャを変
位可能に配置し、また前記インジェクタ装置は装填チャンバを有し、前記装填チャンバ内
に前記眼内レンズ（２）を装填することができ構成とし、翼状のカバーフラップ（３８，
３９；３８′，３９′）を前記インジェクタチューブ（３４，３４′，８３）に配置し、
前記カバーフラップは前記装填チャンバを開閉するよう移動可能にした、該インジェクタ
装置において、前記眼内レンズ（２）を前記装填チャンバ（３７，３７′）内に装填する
ために、請求項１～１３のいずれか一項に記載の保持装置（１，１′）を、前記装填チャ
ンバ（３７，３７′）の領域における前記インジェクタチューブ（３４，３４′，８３）
に配置した、ことを特徴とするインジェクタ装置。
【請求項１６】
　請求項１５に記載のインジェクタ装置において、前記眼内レンズ（２）を前記装填チャ
ンバ（３７）内に装填するため、前記保持装置（１）を、前記インジェクタチューブ（３
４）の外側に形成した案内部材（４０，４１）に係合するよう配置し、前記案内部材（３
４）に沿って、前記保持装置（１）を変位可能とした、ことを特徴とするインジェクタ装
置。
【請求項１７】
　請求項１５または１６に記載のインジェクタ装置において、前記保持装置（１）は、基
本位置で前記インジェクタ装置（３３）に取り付け、前記基本位置で、前記支持部材（６
）の前記支持アーム（９，１０）における前記案内部材（１２，１４）が、開放状態で前
記端縁側に配置する前記カバーフラップ（３８，３９）の周囲を把持する構成とし、
　前記カバーフラップ（３８，３９）は、その外側に案内トラックを有し、該案内トラッ
クと前記支持アーム（９，１０）の前記案内部材（１２，１４）とが係合する構成とし、
また前記カバーフラップ（３８，３９）は、前記保持装置（１）が前記基本位置から変位
位置に移動する際、第１中間閉鎖位置に自動的に移動可能とした、ことを特徴とするイン
ジェクタ装置。
【請求項１８】
　請求項１７に記載のインジェクタ装置において、前記保持レール（７）に配置する前記
レンズ（２）に対して、前記カバーフラップ（３８，３９）の前記第１中間閉鎖位置への
移動によって、前記カバーフラップ（３８，３９）の少なくとも１個の内側面（４６，４
７）が側方から接触する構成とし、
　前記カバーフラップ（３８，３９）の前記第１中間閉鎖位置からスタートする前記保持
装置（１）のさらなる移動であって、特に前記支持部材（６）のさらなる移動の際に、前
記保持レール（７）が持ち上げられ、また前記レンズ（２）は前記保持レール（７）から
自動的に取り外し可能に構成し、
　前記保持装置（１）のさらなる移動の際に、前記カバーフラップ（３８，３９）が、少
なくとも１個の支持部材アーム（９，１０）における少なくとも１個の案内部材（１２，
１４）によって、最終閉鎖位置に並進移動する構成とした、ことを特徴とするインジェク
タ装置。
【請求項１９】
　請求項１５に記載のインジェクタ装置において、前記カバーフラップ（３８′，３９′
）は、それぞれその端縁に複数のグリップ突起（９０～９５）を有し、特に、一方の前記
カバーフラップ（３８′，３９′）における前記グリップ突起（９０～９５）は、他方の
前記カバーフラップ（３８′，３９′）におけるグリップ突起（９０～９５）と互い違い
に配置した、ことを特徴とするインジェクタ装置。
【請求項２０】
　請求項１５に記載のインジェクタ装置において、前記保持装置（１′）、特に前記支持
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部材（６′）は、前記眼内レンズ（１１）を前記装填チャンバ（３７′）内に装填するた
め、前記インジェクタ装置（３３′）の前記長手方向軸線（Ｂ）に対して直交する方向に
のみ移動可能とし、前記眼内レンズ（１１）を前記装填チャンバ（３７′）に装填するた
め、前記保持装置（１′）は、前記装填チャンバ（３７′）上方の前記インジェクタチュ
ーブ（３４′，８３）に装着し、また前記保持レール（７′）を、前記インジェクタチュ
ーブ（３４′，８３）における係合部材（８６，８７）に連結し、また前記インジェクタ
チューブ（３４′，８３）に対して位置的に固定し、さらに、前記支持部材（６′）は、
前記インジェクタチューブに対して相対移動可能とし、
　前記支持部材（６′）を下方に移動することによって、前記カバーフラップ（３８′，
３９′）の前記グリップ突起（９０～９５）および／または内側は、前記遷移部（６５）
の前記内側面（７７）に接触する構成とし、
　前記支持部材（６′）をさらに下方に移動することによって、前記グリップ突起（９０
～９５）は、前記遷移部（６５）の前記上方に傾斜する内側面（７７）に沿って案内され
、該案内によって、前記カバーフラップは、第１中間閉鎖位置に案内されて、該第１中間
閉鎖位置で、前記眼内レンズの端縁が、前記グリップ突起（９０～９５）に接触する構成
とし、
　前記支持部材（６′）がさらなる下方に移動することによって、前記眼内レンズ（１１
）が前記保持レール（７′）から自動的に取り外され、また自動的に折り畳まれて、前記
装填チャンバ（３７′）内に装填され、前記カバーフラップ（３８′，３９′）が、自動
的に閉鎖位置をとるよう構成した、
　た、ことを特徴とするインジェクタ装置。
【請求項２１】
　眼内レンズ（２）を請求項１５～２０のいずれか一項に記載のインジェクタ装置（３３
，３３′）内に装填する方法において、前記眼内レンズ（２）を、前記保持装置（１，１
′）から前記インジェクタ装置（３３，３３′）の装填チャンバ（３７，３７′）内に、
前記保持装置（１，１′）とカバーフラップ（３８，３９；３８′，３９′）を有する前
記インジェクタチューブ（３４，３４′，８３）と間の機械的協働によって自動的に装填
するようにした、ことを特徴とする装填方法。
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